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た。 

その 翌朝 もまた うぐいすが やって来ました。 こんど 

は、 雄 二の 家の 庭が 気に入った のか、 少し ゆっくりし 

ている ようでした。 うぐいす は 梅の 木の 枝から 枝へ 上 

手に とびうつって 遊んで いました。 が、 しばらく する 

と、 またへ い を とびこして 行って しまいました。 

うぐいす は 毎朝 やって来て、 だんだん 雄 二の 家の 庭 

を 好きになる ようでした。 縁側の 方から 雄 二た ちが 見 

ていても、 あわてて 逃げ だすよう な ことはありません _ 

日曜日の 朝でした。 

『よし、 あのうぐ いす を 一 つ 写真に うつして やろう』 
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